
①地区の概要
【地区の現況】
人口１７４人 ９３世帯 高齢化率６０．３％ １自治会

（令和４年１月末現在）

【地区の魅力】

国道１９１号線沿いに、温泉・道の駅・宿泊施設・飲食店などの
施設があり地区外の方が多く訪れます。令和元年度より、柴犬
の祖「石号」の存在を地域資源として生かそうとしています。

【地区の課題】

人の流れが戻った時に、体験と柴犬の聖地への受け入れがで
きるよう準備を進めています。また、交流施設の運営に向けてコ
ロナ禍で足並みをそろえ、地域でできることを煮詰めています。

地区の写真

島根県益田市二川地区

地域づくりのテーマ： 自然とともに 人とともに生きる 温もりある二川

②実施団体の概要

【団体の名称】 【団体の組織図】
ぬくもりの里 二川

【構成団体、構成員】
自治会
婦人会
双寿会（老人クラブ）
(株)エイト
二川やるき人間の会
営農組合「一心田助」
蓬の会（加工グループ）
公民館運営委員
地区住民

④地域の魅力化に向けた取組（概要）

【会全体で取り組むもの】
・交流施設の運営準備に向け法人化
・体験事業の創出

【部会で取り組むもの】
①住民の住みやすさ
買い物支援 外出の機会創出 困りごと相談
②地域の賑わい
温泉モーニング
③特産
柴犬の里としての整備 湧き水の整備

地域マネージャー制度を使い、事務局を2人として体制を強化し
ています。

【団体長メッセージ】
地域自治組織を立ち上げてから５年が経ち、次の５年の目標を見据えた活動を展開していきたいと思います。

特に、学校跡施設を活用した交流施設については、二川はもとより益田市全体の賑わいづくりの拠点となるよう
計画しています。まずは二川のできることを整理しながらひとつひとつ形にし、将来は地域を超えて交流の展開で
きる関係を築き、組み合わせながら関係人口増につなげていきたいと思います。

団体長の写真

③地区の人口シミュレーション（２０１６年－２０２１年）

運営委員会

総会

事務局

【温泉】
部会

【住】
部会

【特産】
部会

資料：島根県中山間地域研究センター「2021人口推計シート」



学生との関わり

ユタラボ企画の「ライフキャリアを考
える一日」を二川で開催。県立大学
生に休日の二川を歩いてもらい、の
んびりと過ごす地域の人の素顔に触
れてもらいました。

島根県益田市二川地区

⑤こんなことが話し合われています

〒６９８－０２０２ 島根県益田市美都町宇津川ロ３７７－３
益田市二川公民館内 ぬくもりの里二川事務局
ＴＥＬ：０８５６－５２－２５５２
ホームページ：http://nukumori-sato.main.jp/ メールアドレス：nukumori-sato@maro-v.jp

お問い合わせ先

⑥こんな地域づくりを行なっています

わくわくする話

次世代の地域活動の拠点として、こ
れから施設を使う人の意見をまとめ
るために、「公民館でしたいこと」の
ワークショップも5回開催しました。地

区内で性別や年齢を超えた交流がし
たいという意見が多数でした。

臨時総会

コロナ禍で「交流施設ができるだろう
か」の心配を払拭し、個々の協力を
合わせて実現できるよう足並みをそ
ろえました。年度後半には、総意をま
とめた計画書の提出を目前に、確認
作業を地域全員で進めています。

石号キャラクタースタンプラリー

昨年作った石号キャラクターとお散歩
マップを使い、スタンプラリーを制作しま
した。

二川地区の名所５か所（５色）を巡り、重
ね捺しでポストカードを完成させます。こ
れまで美都温泉や道の駅などの単独利
用だったものを連結する効果と、地域へ
の滞在時間を増やします。

古民家の改修

「二川に若者に住んで欲しい」というこ
とで、若者や地域の人で少しずつ時間を
合わせ、屋根の修理やフローリング張り
など、空き家を一軒リフォームしました。
入居する管理人さんには、地域の魅力
を発信してもらう予定です。

なかなか人を招く状況にありませんが、
コロナの合間に若者で意見交換会を開
催しました。

うずめ飯

日本５大飯として、有名な津和野だけ
でなく、石見地方に広く伝わるうずめ飯。
味の特徴をまとめてみると、二川地区の
うずめ飯に共通する点は色が黒めでとろ
みが強く、他地区のさらっとしたものとの
違いが見えてきました。

特色を生かして、月一回の温泉モーニ
ングでの販売や体験事業につなげて、
地域の味を伝えていきます。

今年度は地域の高齢者から、昔ながら
の作り方を習いました。

運営委員会

地域自治組織の活動充実を見越し
て組織の一般社団法人を決定。立ち
上げ方法や地域の関わりを専門家と

協議し準備しています。


